
11
月
９
日
、
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
石
川
市
長
に
２
０
２
１
年

度
予
算
要
求
書
（
３
２
９
項
目
）

と
、
「
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
無
料
に
す
る
こ
と

を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出
し
懇

談
し
ま
し
た
。

石
川
市
長
は
「
コ
ロ
ナ
患
者
を

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

て
い
る
。
市
民
の
安
全
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
。
要
求
に
つ
い

て
は
精
査
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

要
求
書
提
出
後
、
種
村
副
市
長
、

総
合
政
策
部
長
、
財
務
部
長
に
、

市
民
団
体
の
14
人
が
切
実
な
要
求

に
つ
い
て
直
接
訴
え
ま
し
た
。
秋

山
文
和
県
議
が
同
席
し
ま
し
た
。

■
少
人
数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て

総
合
政
策
部
長
「
市
で
は
財
政

的
に
難
し
い
。
今
後
も
県
・
国
に

対
し
て
要
望
し
て
い
く
。
」

■
障
害
者
入
所
施
設
の
整
備
に
つ

い
て市

内
に
入
所
施
設
が
な
く
、
約

２
０
０
名
が
市
外
・
県
外
に
入
所

し
て
い
る
。
国
は
建
設
し
な
い
と

い
う
が
、
県
は
民
間
事
業
者
の
建

設
を
支
援
し
、
新
た
な
施
設
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
第
６
期

障
害
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
第
１
期
か
ら
計

画
内
容
が
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

長
年
の
切
実
な
要
求
に
対
し
て
整

備
を
し
て
い
く
と
い
う
市
の
積
極

的
な
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
。

副
市
長
「
第
６
期
の
計
画
策
定

に
あ
た
っ
て
、
担
当
部
局
と
話
し

合
う
。
」

■
生
活
保
護
申
請
の
対
応
と
生
活

用
具
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

副
市
長
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

や
っ
と
国
基
準
の
人
数
と
な
っ
た
。

相
談
者
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
な

い
よ
う
担
当
課
に
話
す
。
生
活
用

具
購
入
は
小
口
福
祉
資
金
の
借
り

入
れ
な
ど
検
討
し
た
い
。
」

■
春
バ
ス
の
充
実
に
つ
い
て

総
合
政
策
部
長
「
新
た
な
公
共

交
通
計
画
を
策
定
中
。
春
バ
ス
と

福
祉
的
な
タ
ク
シ
ー
補
助
な
ど
担

当
課
で
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。
」

■
庄
和
地
域
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

副
市
長
「
合
併
時
に
協
議
し
た

が
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
国
か
ら

の
補
助
が
あ
り
、
す
ぐ
に
自
校
方

式
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
自
校
方

式
の
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
給
食

室
の
老
朽
化
も
あ
り
総
合
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

こ
の
ほ
か
、
公
民
館
の
施
設
・

設
備
の
改
善
、
使
用
料
減
額
、
土

建
国
保
補
助
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
実
施
な
ど
に
つ
い
て
の

要
求
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
前
向
き
な
答
弁
で
し
た
。
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く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
の
予
算
を

２
０
２
１
年
度
予
算
要
求
書
提
出

障
害
者
入
所
施
設
整
備

市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
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石川市長に要望書を提出し懇談する党市議団 11月9日

切
実
な
願
い

市
民
が
直
接
訴
え



９
月
定
例
市
議
会
で
、
「
春

日
部
市
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
認
証
制
度
お
よ
び
性

的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問
題
へ

の
取
り
組
み
に
関
す
る
請
願
」

（
提
出
者
は
個
人
、
公
明
党
３

名
、
無
所
属
１
名
が
紹
介
）
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
主
な
内
容
は
、
①
春

日
部
市
で
、
同
性
同
士
で
生
活

す
る
者
も
含
め
家
族
と
し
て
扱

う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認

証
制
度
」
を
早
期
に
創
設
し
、

そ
の
存
在
を
公
に
認
め
る
こ
と

で
、
性
的
少
数
者
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。
②
春

日
部
市
の
教
育
、
福
祉
、
医
療
、

就
業
、
そ
の
他
の
行
政
活
動
に

お
い
て
、
性
自
認
、
性
的
指
向

に
関
す
る
広
く
正
し
い
理
解
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
諸
施
策
を
講
じ
て
下
さ
い
。
」

請
願
は
、
井
上
英
治
議
員
以

外
は
全
議
員
が
賛
成
し
ま
し
た
。

井
上
議
員
は
、
反
対
討
論
で

「
請
願
の
狙
い
は
夫
婦
別
姓
や

同
性
婚
な
ど
憲
法
違
反
の
実
現
」

「
小
中
学
生
に
レ
ズ
ビ
ア
ン
や

ゲ
イ
を
教
え
る
必
要
は
な
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
の
発
言
に
10
月
29
日
、
当

事
者
支
援
団
体
レ
イ
ン
ボ
ー
さ

い
た
ま
の
会
の
「
偏
見
に
基
づ

く
差
別
的
な
発
言
」
と
す
る
抗

議
文
が
市
議
会
議
長
に
届
き
ま

し
た
。
市
議
会
は
、
各
派
代
表

者
会
議
で
対
応
を
協
議
し
、
10

月
30
日
付
で
議
長
コ
メ
ン
ト
を

出
し
ま
し
た
。
（
下
記
全
文
）

９
月
議
会
で
、
並
木
と
し
え

議
員
が
日
本
共
産
党
議
員
団
を

代
表
し
て
「
多
様
な
人
々
の
人

権
の
尊
重
は
国
際
社
会
が
求
め

る
普
遍
的
な
価
値
で
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
S
推
進
を
掲
げ
る
春
日
部
市

が
、
早
期
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
し
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
が
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
尊

厳
が
守
ら
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
の
実
現
に
大
き
く
踏
み

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
、

討
論
を
お
こ
な
い
賛
成
し
ま
し

た
。な

お
、
井
上
議
員
の
発
言
に

対
し
て
、
11
月
９
日
ま
で
に
市

長
、
市
議
会
に
54
件
の
メ
ー
ル
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
が
届

い
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
だ
れ
も
が

尊
厳
を
も
っ
て
人
間
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
全

力
を
つ
く
し
ま
す
。
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休
日
当
番
医

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
・

差
別
撤
廃
を
求
め
る
請
願
」
可
決

井
上
英
治
議
員
の
発
言
に
支

援
団
体
が
抗
議
・
撤
回
要
求

９月１８日の井上議員の「春日部市におけるパートナー

シップの認証制度および性的少数者に関する諸問題へ

の取り組みに関する請願」への反対討論に関する議長

コメントについて

９月１８日の市議会９月定例会本会議における井上

英治(いのうえ えいじ)議員の請願に対する反対討論

に対し、市議会にレインボーさいたまの会からの抗議

声明および市民の皆様から発言の取り消しを求めるな

どのご意見が寄せられました。この発言により不快な

思いをされた方々に心からお詫び申し上げます。

ＬＧＢＴに関しては、性の多様化に対する諸問題の

解決に自治体としてしっかりと対応していくことが求

められていると認識しています。

春日部市議会では、当該請願を慎重に審査した結果、

多くの議員が請願に賛成し採択したところです。市議

会といたしましては、差別のない人権を尊重する市政

の実現に引き続き努めてまいります。

なお、春日部市議会会議規則により、会期中に限り

発言の取り消しが可能となっていることから、議会閉

会後における発言の取り消しは困難であることをご理

解願います。 令和２年１０月３０日 佐藤 一

９月議会


